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構成図 

1 システム構成 

 

Microsoft Access2013、Excel2013 で作成されたデスクトップアプリケーション。 

これらのプログラムの無い環境では動作いたしません。 

Microsoft Access がインストールされていない PC で利用する場合は 

https://www.jarac.or.jp/kaishu より 

MS-Access2013RuntimeSystem32bitをダウンロードして解凍後インストールしてください。 

 

＊インストールおよびアップデート＊ 

https://www.jarac.or.jp/kaishu より 

kaishu.zip をインストールおよびアップデートする PCの任意のフォルダにダウンロードして 

解凍してください。 

＊＊＊新規 PCにインストールする場合 

64Bitモデル（Windows10で Office2016以上(Office365)がインストールされてる PC） 

・・・newsetup-64.bat を起動します。 

32Bitモデル（Windows7～10で Office2010以上の 32ビット版がインストールされてる PC） 

・・・newsetup-32.bat を起動します。 

＊＊＊アップデートする場合(前年までのシステムを継続してお使いの方) 

・・・・・update.bat を起動します。 

（ファイルの上書きはすべて許可してください） 

 

 

 

左のメッセージが表示さ

れたら［詳細情報］をクリ

ックします 

左のメッセージが表示さ

れたら［実行］をクリック

します 

https://www.jarac.or.jp/kaishu
https://www.jarac.or.jp/kaishu
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起動ファイルは c:¥フロン回収¥kaishu_2016.accde となります。 

 

適宜ショートカット等作成願います。 

 

2 起動 

 

 

 

 

 

 

3 メインメニュー 

 

メニューは【初期設定】【日常処理】【集計処理】のブロックごとにボタンがあります 

【構成団体登録】・・・【初期設定】として、使用する構成団体をここで登録します 

【データ処理】・・・データ領域の作成、選択、削除、バックアップ、リカバリ等の処理

を行います 

【入力・編集】・・・データの入力・編集を行います 

【集計報告書作成】・・・データを Excel で集計し出力します 

フロン回収量集計システ

ムのショートカットより

起動します 
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４ 構成団体登録 

 

使用する構成団体を選択し、構成団体名を必要であれば編集します 

この処理は、導入の一回限りです 

 

５ データ処理 こちらでデータ領域が存在しない場合は強制的に作成となります。 

 

データ処理メニューは【データ領域】【データ保守】のブロックごとにボタンがあります 

【選択】・・・使用するデータ領域を選択します。データ領域とは年度ごとに使用するデ

ータ領域の事で、初期導入時には 2016 年のデータ領域があらかじめ選択されています。 
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【作成】・・・新しい年度で使用するときに新しいデータ領域を作成します 

 

【削除】・・・不要なデータ領域を削除します 

【開始】・・・データ保守を開始します。保守はデータのバックアップとリカバリです 

 

６ データ領域【選択】 

 

 

 

 

 

７ データ領域【作成】 

 

新規領域を作成しますので、集計期間を確認して【開始】ボタンを押すと領域が作成しま

す。 

 

選択したいレコードのレコードセレクタをクリックし、黒く反転させ 

[領域変更]ボタンを押すと領域変更できます（導入時は１領域のみ） 
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新しいデータ領域が作成されるとメッセージが表示されますので使用する領域をここで切

り替えたい場合は【OK】を切り替えない場合は【キャンセル】を押します 

 

『補足』領域に記載するメモ 

 

 

領域に記載するメモは ６ データ領域【選択】で入力してください 
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８ データ領域【削除】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[領域削除]ボタンを押すと『重要なメッセージ』が表示され【OK】を押すと削除します 

 

 

 

削除したいレコードのレコードセレクタをクリックし、黒く反転させ 

[領域削除]ボタンを押すと削除できます 

接続に●のある領域は現在接続して使用中の領域のため削除できません 

領域の選択で、選択されていない領域のみ削除できます 
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９ データ保守 【開始】 

 

バックアップ、リストアともフォルダを選択後（ファイルではありません） 

実行します 

バックアップファイルは bk_FRDATA.mdb という固定のファイル名となります 
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１０ 【入力編集】  

 

 

 

 

該当する都道府県名を選択し企業名を入力します 

その後各データを入力します 

 

 

レコードの移動、新規レコード追加、レコードの検索は入力画面左下のレコード移動バー

にておこないます 

 

 

 

 

 

▷ 次のページ ▷○ 新規のページ ◁前のページ となります 

充塡回収した都道府県を

選択します（報告する都

道府県名） 既に入力してあります 

会員企業名 
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＊データの削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

削除したいレコードのレ

コードセレクタをクリッ

ク し 、 黒 く 反 転 さ せ

[Delete]キーを押します 

削除する場合［はい］をク

リックします 
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１１ 【入力一覧表の作成】 

 

【入力一覧表作成開始】を押します 
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C:¥フロン回収￥一覧表のフォルダにフロン回収量一覧表.xlsx を作成します 

１２ 【集計報告書作成】 

 

フォルダを指定して【報告書作成開始】【集計表作成開始】のいずれかを押します 
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＊同時には処理できません 

 

ファイルが保存されますとメッセージが表示されますので終了します 

ファイルは、フロン回収量報告書.xlsx とフロン回収量集計表.xlsx になります 

 

フロン回収量報告書.xlsx 

 

フロン回収量集計表.xlsx 
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１３ 【日設連への提出ファイル作成】 

 

【ファイル作成開始】を押します 

C:¥フロン回収￥日設連への提出ファイルの保存フォルダ 
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へ提出用ファイル ATON_DATA_xx.mdb（xx は２文字）を作成します 

このファイルを何らかの方法で日設連へお送りください 


